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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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『
科
学
者
は
戦

争
で
何
を
し
た

か
』、
最
近
発

行
さ
れ
た
集
英

社
新
書
。
著
者

は
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
受
賞
者
の
益
川
敏
英

京
大
名
誉
教
授
で
す
▼
１
９

４
５
年
３
月
　
日
、
５
歳
の

12

時
に
名
古
屋
市
昭
和
区
の
自

宅
に
焼
夷
弾
が
落
ち
、
幸
い

不
発
弾
で
九
死
に
一
生
を
え

ま
し
た
が
、
家
族
で
街
中
を

逃
げ
惑
い
ま
し
た
▼
第
一
次

世
界
大
戦
中
、
ド
イ
ツ
の
化

学
者
、
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ー

バ
ー
は
毒
ガ
ス
の
開
発
者
で

す
が
、
化
学
肥
料
の
合
成
に

欠
か
せ
な
い
ア
ン
モ
ニ
ア
の

合
成
法
を
発
見
し
た
こ
と
で

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。
彼
が
発
明
し
た
毒
ガ

ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
殺
戮

に
も
使
わ
れ
ま
し
た
▼
そ
し

て
著
者
は
、
商
業
主
義
に
流

さ
れ
る
科
学
研
究
は
、
軍
事

研
究
に
も
利
用
さ
れ
や
す
い

と
、
加
速
し
て
い
る
「
軍
学

協
同
」、「
産
学
協
同
」
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉中
か
ら
の
攻
め
で

白
の
眼
形
を
奪
い
ま
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

　戦争させない！ ９条壊すな！
　　　国会議事堂 12万人で包囲

　
政
府
・
与
党
は
こ
の
国
会
で
安
全
保
障
関
連
法
案
（
戦

争
法
案
）
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
多
く
が
反
対
し
て
い
る
法
案
は
強
行
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
和
を
守
る
こ
と
は
労
働
組
合
運
動

の
原
点
で
も
あ
り
ま
す
。　
全
国
各
地
で
反
対
運
動
が

取
り
組
ま
れ
、
全
国
税
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
8
月
　
日
、「
戦
争
法
案

30

は
廃
案
に
」
と
訴
え
る
　
万
12

人
の
声
が
国
会
を
取
り
囲
み

ま
し
た
。「
戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
　
総
が
か
り

実
行
委
員
会
」
が
呼
び
か
け

た
「
８
・
　
行
動
」
で
す
。

30

　
こ
の
日
は
大
阪
の
３
万
人

集
会
を
は
じ
め
全
国
で
行
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
会
正

門
前
は
車
道
ま
で
人
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
国
会
議
事
堂
に
向
け

「
戦
争
法
案
今
す
ぐ
廃
案
！
」

な
ど
の
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。

　
野
党
４
党
の
党
首
も
勢
ぞ

ろ
い
し
、「
あ
と
３
週
間
、
廃

案
に
す
る
た
め
に
力
を
貸
し

て
ほ
し
い
」（
民
主
党
・
岡
田

克
也
代
表
）、「
追
い
詰
め
ら

れ
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
法

案
は
廃
案
し
か
な
い
」（
日
本

共
産
党
・
志
位
和
夫
委
員

長
）、「
武
力
を
背
景
に
し
た

積
極
的
平
和
主
義
は
時
代
遅

れ
」（
社
民
党
・
吉
田
忠
智
党

首
）、「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に

来
た
の
は
初
め
て
。
危
険
な

法
案
を
阻
止
す
る
た
め
力
を

合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」（
生

活
の
党
・
小
沢
一
郎
代
表
）

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
坂
本

龍
一
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、

「
僕
は
絶
望
し
て
い
た
け
れ

ど
、
S
E
A
L
D
s
の
諸

君
、
特
に
女
性
た
ち
が
発
言

し
て
い
る
の
を
見
て
、
日
本

も
ま
だ
希
望
が
あ
る
ん
だ
と

思
っ
た
」
と
行
動
を
評
価
し

ま
し
た
。

　
幅
広
い
層
の
参
加
者
 

　
多
く
の
思
い

☆
「
現
政
権
は
、
い
う
こ
と

に
筋
が
通
っ
て
い
な
い
し
、

国
民
や
日
本
の
こ
と
を
大
事

に
し
て
い
な
い
。
法
案
の
審

議
は
落
語
を
聞
い
て
い
る
よ

う
で
笑
っ
て
し
ま
う
」（
両
親

は
戦
争
体
験
者
の
埼
玉
県
越

谷
市
の
　
代
女
性
）

60

☆
「
た
と
え
小
さ
な
こ
と
で

も
行
動
し
た
か
っ
た
。
９
条

を
守
り
た
い
」「
安
保
法
案
は

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
を
日
本
が

後
方
支
援
す
る
内
容
。
今
の

う
ち
に
止
め
な
い
と
。
戦
争

が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
」

（
デ
モ
参
加
２
回
目
の
都
内

在
住
の
　
代
女
性
）

30

☆
「
若
者
に
負
担
を
押
し
付

け
る
戦
争
法
案
に
は
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
や
原
発
と
同

じ
よ
う
に
弱
者
に
負
担
を
押

し
付
け
る
差
別
構
造
」（
　
代
50

男
性
）

☆
自
衛
隊
の
内
部
文
書
が
暴

露
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
戦
争
参
加
に
向
け
て
、
実

際
に
も
の
ご
と
が
動
き
始
め

て
い
る
。
若
い
世
代
の
間
に

も
『
怖
い
』
と
い
う
声
が
広

が
っ
て
い
る
」（
山
梨
県
労
連

の
　
代
男
性
）

30
☆
「
高
校
生
や
大
学
生
が
声

を
上
げ
た
の
は
本
当
に
す
ご

い
こ
と
。
政
治
を
表
だ
っ
て

語
り
に
く
い
風
潮
が
変
わ
っ

て
き
た
と
思
う
」（
職
場
の
退

職
者
仲
間
４
人
で
来
た
男

性
）

☆
「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
戦

争
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
」（
都

内
在
住
の
　
代
女
性
）

60

　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
国
会
前
行
動
で
ひ
と
き
わ

目
立
っ
て
い
た
の
は
「
自
由

の
森
学
園
」（
埼
玉
県
・
飯
能

市
）
の
生
徒
ら
２
０
０
人
に

よ
る
合
唱
ア
ピ
ー
ル
で
し

た
。
学
園
は
「
競
争
を
し
な

い
」
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
に
基

づ
い
て
運
営
し
て
い
る
私
立

の
中
高
一
貫
校
で
す
。

　
曲
目
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
の
「
民

衆
の
歌
」
や
学
園
オ
リ
ジ
ナ

ル
ソ
ン
グ
「
世
界
が
愛
で
満

た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
」、
ブ

ル
ー
ハ
ー
ツ
の
「
青
空
」
な

ど
で
し
た
。

 全
国
各
地
で
行
動

　
 名
古
屋
・
大
宮

　
東
海
地
連
は
９
月
５
日
に

定
期
大
会
を
開
催
し
、「
安

保
法
案
廃
案
を
目
指
す
特
別

決
議
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
名
古
屋
市
中

区
、
白
川
公
園
で
開
催
さ
れ

た
法
案
成
立
に
反
対
す
る
集

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
集
会
に
は
６
０
０
０
名
が

参
加
し
、
大
学
教
授
や
消
費

に
地
連
役
員
と
地
元
埼
玉
の

組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
駅
西
口
デ
ッ
キ
と
そ
の
下

の
歩
道
が
埼
玉
県
全
域
か
ら

集
ま
っ
た
１
５
０
０
０
人
の

参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。

　
９
条
の
会
事
務
局
長
の
小

森
陽
一
氏
、
同
志
社
大
学
大

学
院
教
授
の
浜
矩
子
氏
の
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
、
連
合
埼
玉

と
埼
労
連
各
々
の
事
務
局
長

が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
普
段
両
者
が
同
じ
集
会
等

で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
戦

争
法
案
反
対
」
の
運
動
が
、

連
合
、
全
労
連
の
垣
根
を
越

え
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

者
団
体
の
代
表
、
野
党
議
員

が
登
壇
し
、
成
立
阻
止
の
た

め
に
た
た
か
う
と
い
う
決
意

表
明
を
行
い
ま
し
た
。
終
了

後
は
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

争
さ
せ
な

い
！
　
９
・

４
オ
ー
ル
埼

玉
総
行
動
」

　
関
信
地
連
は
９
月
４
日
、

埼
玉
・
大
宮
駅
西
口
で
行
わ

れ
た
「
９
条
壊
す
な
！
　
戦

　「賃下げ違憲訴訟」

　１０/１４東京高裁で
　　　　第2回口頭弁論

国会の正面前通りを埋め尽くした参加者たち

デモ前の参加者と東海地連組合員

ＪＲ大宮駅西口での総行動左から、高橋浩司・粟田育治・倉屋賢二・高橋誠原告
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し
ょ
う
。

や
っ
て
い
ま
す

　
国
税
局
の
あ
る
主
務
課
の

職
員
か
ら
、「
ゆ
う
活
や
っ

て
い
ま
す
」
の
声
。

　
そ
の
中
身
は
朝
７
時
半
か

ら
夜
９
時
ま
で
の
勤
務
。
途

中
で
ゆ
う
か
つ
（
夕
食
の
か

つ
丼
を
食
べ
に
出
る
）
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く
る

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
紙
】

コ
ラ
ム
・
私
鉄
沿
線
よ
り

○
法
人
調
査
件
数
が
増
え
た

の
で
は
な
い
か
？

〈
解
答
〉
黒
1
、
3
が
好
手

段
。
白
4
に
黒
５
か
ら
7
で

白
死
で
す
。
黒
3
で
７
は
白

5
黒
4
白
３
で
セ
キ
。
ま
た

黒
３
で
５
は
白
7
黒
3
白
イ

で
殺
せ
ま
せ
ん
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

職
場
内
外
の
声

【
名
古
屋
中
村
分
会
紙
】

安
倍
川
餅

　
国
税
局
は
「
ゆ
う
活
」

な
ど
に
関
係
な
く
、
も
と

も
と
早
出
の
職
員
が
多

い
。
こ
れ
は
毎
朝
の
国
税

局
の
出
勤
風
景
を
見
て
い

れ
ば
明
ら
か
で
す
。

　
本
来
は
９
時
か
ら
勤
務

開
始
の
職
員
が
大
半
の
は

ず
な
の
に
、
８
時
前
後
に

出
勤
し
て
い
る
職
員
が
多

い
の
で
、
元
々
が
１
時
間

前
倒
し
の
出
勤
状
況
で

す
。
こ
れ
で
は「
ゆ
う
活
」

で
出
勤
時
間
を
１
時
間
繰

り
上
げ
て
も
何
の
効
果
も

な
い
で
し
ょ
う
。

　
当
局
も
「
実
施
し
て
る

ぞ
」
と
言
う
ポ
ー
ズ
だ
け

な
ら
、
こ
の
２
ヵ
月
間
は

早
帰
り
職
員
が
出
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分

は
ど
こ
か
に
し
わ
寄
せ
が

い
く
だ
け
で
す
。

　
早
帰
り
の
職
員
も
た

ま
っ
た
仕
事
を
気
に
し
な

が
ら
帰
る
こ
と
に
な
る
だ

け
で
す
。

　
そ
も
そ
も
仕
事
が
多
い

か
ら
超
過
勤
務
に
な
っ
て

い
る
の
に
、
根
本
原
因
で

あ
る
仕
事
の
現
状
を
省
み

な
い
の
は
お
か
し
い
で

す
。
た
だ
単
に
出
勤
時
間

を
１
時
間
早
め
た
か
ら
と

い
っ
て
、
仕
事
自
体
が
減

ら
な
け
れ
ば
超
過
勤
務
は

無
く
な
る
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　「
安
倍
川
餅
」が
単
に
思

い
つ
い
た
だ
け
の
、
ま
さ

に
「
絵
に
描
い
た
餅
」
で

　「
　
件
か
ら
　
件
に
な
っ

20

21

た
」
と
か
「
リ
ー
ド
役
も
２
、

３
件
増
え
た
」
ら
し
い
と
か

○
徴
収
で
は
事
務
日
数
に
占

め
る
出
張
割
合
が
目
標
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
。
出
張
す

る
か
ら
に
は
出
張
準
備
か
ら

始
ま
り
、
往
復
、
面
接
、
経

過
、
ま
と
め
等
に
区
分
さ
れ

る
。
こ
れ
を
ま
と
も
に
分
け

て
時
間
配
分
を
す
る
と
、
出

張
時
間
が
少
な
く
な
り
、
目

標
の
出
張
割
合
を
到
底
達
成

で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、

「
最
近
は
出
張
準
備
か
ら
全

部
を
出
張
時
間
に
入
れ
て
く

れ
」
と
の
悲
鳴
が
聞
こ
え

て
く
る

○
署
長
の
講
話
付
き
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
心
の
隙
間
」
の
上

映
が
各
署
盛
ん
だ
。
新
た

な
視
点
も
あ
り
、
な
か
な

か
よ
い
出
来
上
が
り
だ
。

今
年
は
署
長
経
験
者
３
名

が
監
察
官
補
に
再
任
用
さ

れ
て
い
る
、
ま
だ
ま
だ
新

聞
紙
上
を
賑
わ
せ
る
の
か

○
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶

予
は
、
処
理
に
要
す
る
時

間
が
ず
い
ぶ
ん
と
か
か
り

ま
す
。
３
件
も
抱
え
て
い

る
職
員
も
い
ま
す
。
納
税

者
の
権
利
で
す
か
ら
キ
チ

ン
と
説
明
し
て
納
得
い
た

だ
く
こ
と
は
当
然
で
す
。

が
、
手
が
か
か
る
か
ら
と

い
っ
て
、
消
極
的
な
取
り

組
み
姿
勢
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か

○
７
月
末
か
ら
殆
ま
っ
た

統
官
面
談
、
短
時
間
の
人

も
い
る
が
、
長
い
人
は
２

時
間
も
か
か
っ
て
い
る

 ゆ
と
り
と
誇
り
を
持
て
る
職
場
に

　
　
　
　
地
連
大
会
　
開
催

　
全
国
税
の
各
地
連
は
９
月
４
日
か
ら
６
日
の
間
に
各
地
で
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
九
州
地
連
は
9
月
　
・
　
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

26

27

　
大
会
で
は
仕
事
の
問
題
や
人
事
発
令
の
問
題
点
な
ど
で
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
極
寒
の
地
で
超
勤

　
　
　
　
　
　
　
北
 海
 道

☆
　
管
理
運
営
部
門
は
、
定

員
が
変
わ
ら
ず
に
専
科
生
だ

け
が
集
中
配
置
さ
れ
、
プ
ロ

パ
ー
が
育
た
な
い
上
に
、
数

年
先
を
見
通
し
た
人
員
配
置

に
な
っ
て
い
な
い
。
債
権
管

理
事
務
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が

い
な
く
な
っ
た
後
の
管
理
運

営
部
門
は
崩
壊
す
る
と
の
不

安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

☆
　
今
年
の
専
科
　
期
生
は

45

　
名
配
置
さ
れ
、
管
運
職
員

55全
体
の
　
％
、
多
い
署
で
は

22

　
名
の
内
３
名
と
い
う
と
こ

11ろ
も
出
て
い
ま
す
。

☆
　
超
勤
実
態
調
査
を
１
～

３
月
に
取
り
組
み
、
１
月
の

調
査
を
も
と
に
局
長
交
渉
で

☆
　
国
税
庁
が
５
月
　
日
、

11

内
部
事
務
の
集
中
化
、
滞
納

整
理
事
務
の
集
中
化
等
に
つ

い
て
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　
仙
台
局
は
　
事
務
年
度
に

26

お
い
て
先
行
し
て
滞
納
整
理

事
務
の
集
中
化
（
山
形
・
米

沢
・
鶴
岡
）
や
資
産
税
担
当

　
す
で
に
試
行
済

　
　
　
　
　
　
　
東
　
北

職
員
の
集
中
化
（
宮
城
県
―

古
川
・
築
館
・
佐
沼
、
山
形

県
―
山
形
・
村
山
・
酒
田
、

米
沢
・
長
井
）
の
試
行
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
職
員
の
中
か
ら
「
小
規
模

署
は
廃
止
さ
れ
る
の
か
」
と

危
惧
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

☆
　
６
級
ポ
ス
ト
の
発
令
で

は
、
女
性
の
発
令
が
昨
年
の

３
名
か
ら
　
名
に
、
ま
た
、

11

上
席
か
ら
は
　
名
か
ら
　
名

10

20

へ
と
増
加
し
ま
し
た
が
、
第

一
選
抜
を
維
持
す
る
一
方

で
、
普
通
科
　
期
台
で
は
　

30

37

期
生
１
名
の
み
と
、
若
手
抜

擢
・
高
齢
層
切
り
捨
て
の
当

局
の
基
本
路
線
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

☆
　
４
月
　
日
に
新
潟
・
十

24

日
町
署
長
が
、
部
下
職
員
に

暴
行
し
た
う
え
、
警
察
で
の

取
り
調
べ
中
に
公
文
書
毀
棄

罪
で
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
る
と

い
う
前
代
未
聞
の
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。
当
局
は
、
一
般

　
子
育
て
に
配
慮

　
　
　
　
　
　
　
関
　
信

職
員
に
二
次
会
の
禁
止
、
指

定
官
職
の
部
内
の
飲
み
会
へ

の
参
加
自
粛
を
指
示
し
ま
し

た
が
、
大
本
の
パ
ワ
ハ
ラ
に

対
す
る
言
及
、
署
長
と
し
て

登
用
し
た
反
省
は
示
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

改
善
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
２
月
以
降
在
札
署
以

外
は
一
定
の
改
善
が
あ
り
ま

し
た
が
、
在
札
署
で
は
連
日

長
時
間
、　
時
以
降
の
超
勤

21

が
改
善
さ
れ
ず
、
あ
る
署
で

は
３
月
中
　
時
過
ぎ
が
2
回

22

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

☆
　
確
申
期
で
の
相
談
会
場

で
は
、「（
小
休
止
用
の
）
椅

子
の
配
置
が
な
い
」、「
休
憩

が
取
れ
な
い
」
状
況
で
す
。

☆
　
異
動
で
転
居
す
る
職
員

で
民
間
住
宅
を
借
り
て
い
る

人
に
は
、
６
月
下
旬
に
「
契

約
を
更
新
し
な
い
よ
う
」
事

前
に
示
す
一
定
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
　
超
勤
実
態
調
査
を
、　10

月
、　
月
、
４
月
と
年
３
回

11

行
い
、
定
時
退
庁
日
に
定
時

に
退
庁
す
る
運
動
と
し
て
定

着
さ
せ
て
い
ま
す
。

☆
　
子
育
て
中
の
青
年
職
員

に
長
時
間
通
勤
を
強
い
て
い

た
実
態
を
局
長
交
渉
で
も
取

り
上
げ
解
消
さ
せ
ま
し
た
。

☆
　
1
9
7
6
年
採
用
の
女

性
組
合
員
に
統
括
官
発
令
が

さ
れ
ま
し
た
。

　
回
答
に
窮
す

　
　
　
　
　
　
　
東
　
京

☆
　
管
理
運
営
部
門
へ
の
専

科
１
年
目
全
員
配
置
と
転
課

者
で
経
験
１
～
２
年
目
の
職

員
が
　
％
を
占
め
る
署
も
あ

15

り
ま
す
。

　
専
科
　
期
生
が
再
び
管
理

40

運
営
部
門
に
戻
っ
て
い
ま
す

が
、
希
望
外
の
転
課
と
な
っ

た
職
員
か
ら
は
、
４
年
間
の

調
査
・
徴
収
事
務
で
の
頑
張

り
は
何
だ
っ
た
の
と
い
う
声

が
出
て
い
ま
す
。

☆
　
今
年
は
復
興
特
別
所
得

税
の
誤
り
も
減
少
し
、
一
般

部
門
職
員
も
確
定
申
告
直
後

事
務
に
従
事
し
た
こ
と
か

ら
、
事
後
処
理
は
、
ほ
と
ん

ど
の
署
で
６
月
末
に
め
ど
が

つ
い
て
い
ま
す
。

☆
　
昨
年
　
月
に
取
り
組
ん

10

だ
「
仕
事
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、

・「
定
時
に
帰
れ
な
い
」　
・
35

3
%
（
昨
年
　
・
5
%
）

29

・「
始
業
前
の
超
勤
」

　
総
務
　
％
、
徴
収
　
％
、

51

48

　
た
だ
働
き
 　
％
11

　
　
　
　
　
　
　
東
　
海

☆
　
タ
ダ
働
き
根
絶
の
た
め

に
、
管
内
の
税
務
署
庁
舎
の

開
閉
時
間
の
開
示
を
請
求
し

ま
し
た
。

　
局
長
交
渉
で
長
時
間
労
働

の
是
正
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

藤
田
局
長
は
「
鍵
の
開
閉
だ

け
で
、
す
べ
て
が
超
勤
と
は

言
い
切
れ
な
い
」
と
開
き
直

り
ま
し
た
が
、「
超
勤
を

や
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
そ
も
そ
も
あ
り
え
な
い
。

局
長
の
認
識
通
り
な
ら
、
庁

舎
管
理
上
問
題
だ
」
と
追
及

し
た
と
こ
ろ
、
局
長
は
答
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

☆
　
管
理
運
営
部
門
で
精
通

者
の
育
成
は
急
務
で
す
。
し

か
し
、
精
通
者
が
育
た
な
い

仕
組
み
を
作
っ
た
の
は
当
局

自
身
で
す
。

・
　
専
門
官
採
用
者
の
１
年

目
全
員
配
置
・
１
年
で
の
配

置
換
え
で
は
経
験
の
蓄
積
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
　
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」

時
の
短
期
間
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
の
担
当
事
務
の
変
更
は

明
確
な
失
敗
。

・
　
大
量
の
事
務
量
と
押
し

付
け
ら
れ
る
新
た
な
事
務
、

一
方
の
人
員
削
減
で
長
時
間

労
働
。

　
管
理
運
営
部
門
の
職
員
に

は
精
通
者
育
成
ど
こ
ろ
か
、

先
が
見
え
ま
せ
ん
。

☆
　
管
理
運
営
部
門
の
定
員

が
１
２
１
０
名
か
ら
　
名
減

27

と
な
っ
て
い
ま
す
。
専
科
　39

期
、　
期
の
一
定
数
が
交
流

40

と
し
て
管
理
運
営
部
門
に

戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
該
当

者
か
ら
は
「
せ
っ
か
く
新
し

い
事
務
を
覚
え
た
と
こ
ろ
な

の
に
」
と
、
不
満
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
事
務
年
度
は
債

権
管
理
、
延
納
物
納
、
資
料

の
事
務
に
専
担
者
を
配
置
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
、
一
朝

一
夕
に
プ
ロ
パ
ー
は
育
成
さ

れ
ま
せ
ん
。

☆
　「
相
談
受
付
４
時
締
切
」

は
一
定
前
進
し
ま
し
た
。
署

に
よ
っ
て
は
、
署
長
・
副
署

長
が
前
面
に
出
て
受
付
締
切

を
行
っ
た
署
も
あ
り
ま
し

た
。
現
場
の
苦
労
を
共
有
す

る
姿
勢
は
評
価
で
き
ま
す
。

☆
　
源
泉
担
当
職
員
は
限
界

ま
で
減
ら
さ
れ
、
他
部
門
の

応
援
で
未
納
整
理
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。　
事
務
年
度
は

25

「
過
年
分
の
未
納
者
の（
前
年

の
　
月
分
ま
で
）
の
年
内
一

12
掃
に
向
け
た
取
り
組
み
」
か

ら
「
年
内
早
期
一
掃
」（
　
事
26

務
）、「
事
務
年
度
内
一
掃
」

（
　
事
務
）
と
、
目
標
は
上
が

27る
ば
か
り
で
す
。

　
幹
部
も
現
場
の
苦
労

　
共
有
を
　
　
　
　
近
　
畿

法
人
　
％
44

・
超
勤
手
当
が
「
全
額
は
支

給
さ
れ
て
い
な
い
」　
％
と

11

な
っ
て
い
ま
す
。

霞
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全
国
税
税
研
中
央
推
進
委
員
会
編
集
の
『
税
金
２
０

１
5
』（
A
4
判
　
頁
）
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

72

　「『
暴
走
す
る
安
倍
政
権
の
庶
民
大
増
税
路
線
を
斬
る

—
国
民
本
位
の
税
財
政
を
め
ざ
し
て
—
』」
を
中
心
テ
ー

マ
に
開
か
れ
た
「
第
　
回
税
研
全
国
集
会
」
を
収
録
し

54

た
本
号
は
、
鶴
田
廣
巳
・
関
西
大
学
教
授
の
講
演
な
ど
を

収
録
し
て
い
ま
す
。

『
税
金
２
０
１
5
』が
で
き
ま
し
た
。

※
お
申
し
込
み
は
、全
国
税
本
部
、組
合
員
ま
で

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃
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